
自宅死減、病院死は前年と同率

有料ホーム死がさらに増第

回

「
看
護
師
の
役
割
」に
関
心

た
ま
ふ
れ
あ
い

グ
ル
ー
プ
　

台
湾
の
業
界
団
体
　

視
察
に

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

元
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

浅
川
　
澄
一

　
厚
労
省
が
９
月

日
に
公

表
し
た
２
０
１
４
年
の
人
口

動
態
統
計
に
よ
る
と
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
で
の

死
亡
者
が
さ
ら
に
増
え
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
な
ど
と
比

べ
日
本
で
は
、
病
院
・
診
療

所
の
医
療
機
関
で
の
死
亡
比

率
が
著
し
く
高
い
。
高
度
経

済
成
長
期
に
病
院
で
亡
く
な

る
こ
と
が
「
正
し
い
最
期
の

迎
え
方
」
と
さ
れ
、
１
９
７

６
年
に
自
宅
死
者
数
を
上
回

っ
た
。
以
降
も
病
院
死
は
増

え
続
け
、
２
０
０
５
年
に
は


・
４
％
に
も
達
し
た
。
５

人
の
う
ち
４
人
以
上
が
病
院

で
亡
く
な
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
同
年
を
ピ
ー
ク

に
こ
の

年
間
ず
っ
と
医
療

機
関
で
の
死
者
比
率
は
下
が

り
続
け
、
２
０
２
４
年
は


・
６
％
。
そ
の
う
ち
、
病
院

死
は

・
４
％
で
前
年
と
同

じ
だ
。
診
療
所
で
の
死
亡
比

率
が
１
・
３
％
か
ら
１
・
２

％
に
下
が
っ
た
た
め
、
医
療

機
関
氏
全
体
で
０
・
１
ポ
イ

ン
ト
減
と
な
っ
た
。

　
実
は
２
０
２
３
年
も
、
前

年
比
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
下

落
で
あ
る
。
急
落
し
て
き
た

医
療
機
関
死
が
一
段
落
の
様

相
。
そ
れ
で
も

年
間
で


ポ
イ
ン
ト
も
の
落
ち
込
み
は

特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
、
い
ま
だ
に
５
人
の
死

者
の
う
ち
３
人
に
は
達
し
て

い
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う

に
医
療
機
関
死
が

％
を
割

る
「
非
病
院
死
国
」
と
い
う

目
標
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

　
医
療
機
関
死
を
押
し
下
げ

て
き
た
要
因
は
何
か
。
２
つ

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ

と
つ
は
、
国
民
の
終
末
期
に

対
す
る
意
識
転
換
で
あ
る
。

延
命
治
療
へ
の
忌
避
感
が
高

ま
り
、
「
最
期
ま
で
入
院
」

と
い
う
病
院
信
仰
の
衰
退

だ
。

　
そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、

厚
労
省
が
２
０
２
２
年

月

か
ら
３
カ
月
か
け
て
実
施
し

た
「
２
０
２
２
年
　
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・

ケ
ア
に
関
す
る
意
識
調
査
」

で
あ
る
。
３
０
０
０
人
の
国

民
が
応
え
た
大
規
模
調
査

だ
。

　
人
工
呼
吸
器
、
経
鼻
経
管

栄
養
、
中
心
静
脈
栄
養
、
胃

ろ
う
の
延
命
治
療
を
「
望
ま

な
い
」
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ


・
３
％
、

・
５
％
、

・

５
％
、

・
３
％
も
い
る
と

い
う
。
「
望
む
」
と
答
え
た

の
は
、

・
６
％
、

・
８

％
、

・
４
％
、
７
・
６
％

に
過
ぎ
な
い
。
最
新
の
医
療

を
信
じ
て
治
療
に
挑
む
と
い

う
従
来
の
国
民
意
識
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
入
院
で
の
徹

底
治
療
、
そ
の

甲
斐
な
く
残
念

な
死
亡
と
い
う

思
考
方
法
が
変

わ
り
、
死
期
が

迫
れ
ば
退
院
し

て
自
宅
並
み
の

環
境
が
得
ら
れ

る
施
設
入
居
と

い
う
流
れ
が
増

え
て
き
た
よ
う

だ
。

　
そ
し
て
、
も

う
一
つ
の
要
因
は
施
設
側
の

大
き
な
変
化
で
あ
る
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設

な
ど
高
齢
者
施
設
で
の
死
亡

者
が
増
え
た
。
２
０
０
０
年

の
介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
時
に

は
１
万
７
８
０
７
件
し
か
な

か
っ
た
が
、
２
０
１
４
年
に

は

万
６
０
０
３
件
に
も
増

加
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
施

設
増
が
促
進
さ
れ
、
併
せ
て

多
床
室
か
ら
個
室
へ
の
政
策

誘
導
も
成
さ
れ
、
自
宅
介
護

が
続
か
な
く
な
っ
た
介
護
家

族
に
は
選
択
肢
が
広
が
っ
た

こ
と
は
確
か
だ
。

　
２
０
２
４
年
の
施
設
死
亡

者
の
う
ち
有
料
老
人
ホ
ー
ム

死
は

万
６
０
０
３
３
人
で

前
年
の

万
１
７
８
３
人
を

約
１
万
４
０
０
０
人
上
回
っ

た
。
比
率
は

・
５
％
か
ら


・
２
％
に
増
え
た
。
特
養

な
ど
を
含
め
た
施
設
全
体
で

は
、

・
５
％
か
ら

・
３

％
に
増
え
た
。

　
一
方
、
自
宅
死
は
前
年
の


・
０
％
か
ら

・
４
％
へ

と
下
が
っ
た
。
だ
が
こ
こ
で

見
逃
せ
な
い
の
は
、
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

（
サ
高
住
）
だ
。

　
統
計
上
は
共
に
自
宅
死
扱

い
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
サ
高
住
は
そ

の
根
拠
法
で
集
合
住
宅
と
し

て
い
る
た
め
だ
。と
は
い
え
、

両
者
と
も
に
介
護
ス
タ
ッ
フ

の
常
駐
が
多
く
、
利
用
者
目

線
で
は
「
施
設
」
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
両
者
の
死
者
数
を

自
宅
死
か
ら
施
設
死
に
移
す

と
、
そ
の
差
は
わ
ず
か
７
４

９
人
な
の
で
施
設
死
が
自
宅

死
を
確
実
に
上
回
っ
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
、
実
質
的
に
は

施
設
死
が
自
宅
死
を
凌
駕
し

て
い
る
と
言
え
る
。
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９
月
９
日
、
川
崎
市
多
摩
区
を
拠
点
に
医
療
・
介
護
を
一
体
で
展
開
し
て
い

る
た
ま
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
に
、
台
湾
の
介
護
・
医
療
関
係
者
に
よ
る
視
察
団

が
訪
問
し
た
。
双
方
の
国
の
特
徴
を
踏
ま
え
意
見
交
換
。
日
本
の
介
護
制
度
か

ら
学
び
た
い
と
い
う
視
察
団
の
意
欲
が
垣
間
見
え
た
。

　
日
本
の
医
療
制
度
は
複

数
の
保
険
者
が
存
在
す
る

一
方
、
台
湾
は
単
一
の
全

国
保
険
。
「
日
本
は
不
公

平
感
の
あ
る
制
度
で
あ
る

一
方
、
柔
軟
な
対
応
が
で

き
る
。
台
湾
は
公
平
で
一

元
的
な
管
理
が
で
き
る
」

と
グ
ル
ー
プ
の
鈴
木
忠
代

表
。

　
台
湾
で
は
２
０
０
８
年

に
「
長
期
照
顧
サ
ー
ビ
ス

制
度
」
が
で
き
て
い
る
。

税
財
源
方
式
で
、
全
面
的

な
介
護
保
険
制
度
は
未
整

備
だ
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や

通
所
介
護
を
中
心
に
、
施

設
介
護
、
福
祉
用
具
な
ど

の
整
備
が
進
む
が
、
対
象

や
範
囲
は
限
定
的
な
部
分

が
あ
る
。

　
今
回
視
察
に
訪
れ
た
介

護
の
業
界
団
体
で
あ
る
台

湾
高
齢
産
業
創
新
発
展
協

会
の
林
峻
暉
理
事
長
は
、

台
湾
の
課
題
と
し
て
「
財

源
不
足
」
「
人
材
不
足
」

「
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
欠

如
」
を
挙
げ
た
。
政
府
が

料
金
の
上
限
を
規
制
し
て

い
る
た
め
、
事
業
者
が
高

付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
も
報
わ
れ
ず
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
が

進
ま
な
い
」と
指
摘
し
た
。

　
双
方
は
、
日
本
の
き
め

細
や
か
な
在
宅
ケ
ア
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
、
台
湾
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
ケ
ア
テ
ッ
ク

の
活
用
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
の
可
能
性
を
確
認
し

た
。

　
た
ま
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
訪

問
看
護
な
ど
の
在
宅
医
療

を
核
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
看
護
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
、障
害
福
祉
、

保
健
事
業
な
ど
を
多
摩
区

で
ド
ミ
ナ
ン
ト
展
開
す

る
。
ア
メ
リ
カ
の
「
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を

日
本
で
も
構
築
す
る
こ
と

が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
在
宅

の
患
者
数
は
２
０
０
０
人

を
超
え
る
。

　
多
職
種
が
集
ま
る
同
グ

ル
ー
プ
で
は
、
現
場
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
よ
う
に
、
「
そ
の

場
で
適
切
な
人
が
指
揮
を

執
る
」
体
制
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

　
特
に
看
護
師
は
利
用
者

の
「
医
療
的
支
援
」
「
経

済
的
支
援
」「
生
活
支
援
」

な
ど
す
べ
て
に
関
与
す
る

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
だ
。
「
訪

問
看
護
師
」
で
は
な
く

「
在
宅
看
護
師
」と
し
て
、

患
者
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
寄
り
添
う
。

　
今
回
の
視
察
は
、
鈴
木

代
表
ら
に
よ
る
在
宅
看
護

師
に
関
す
る
書
籍
を
林
理

事
長
が
手
に
取
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。

◀
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
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